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1.鈴 木 裕 、 久 保 光 司 、 久 保 田 達 也 、 小 原 充 裕 、 金 沢 徹

筋 小 胞 体Ca2㌧ATPaseに お け る触 媒 部 位 以 外 の 低 親 和 性ATP

結 合 部 位 の 存 在

生 化 学 、61巻 、9号 、959-959頁 、1989年9月25日
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2・ 大 保 貴 嗣 、 鈴 木 裕 、 金 沢 徹

5・-p-Fluorosulfonylbenzoyladenosineに よ る 筋 小 胞 体

Ca2+-ATPaseの 活 性 阻 害

生 化 学 、61巻 、9号 、959-959頁 、1989年9月25日

3.久 保 光 司 、 鈴 木 裕 、 金 沢 徹

基 質 ア ナ ロ グ の 結 合 に よ る 筋 小 胞 体Cat+-ATPaseの 構 造 変

化:Ca・ 酵 素 ・基 質 複 合 体 に お け る 変 化

生 化 学 、61巻 、9号 、959-959頁 、1989年9月25日

4.川 島 哲 也 、 原 久 人 、 金 沢 徹

Lasalocidに よ る骨 格 筋 小 胞 体Ca2+-ATPaseの 阻 害:ADP

非 感 受 性EPの 加 水 分 解 と そ の 逆 反 応 の 抑 制

生 化 学 、61巻 、9号 、959-959頁 、1989年9月25日

5.金 沢 徹 、 鈴 木 裕 、 久 保 田 達 也 、 久 保 光 司

筋 小 胞 体Cat;-ATPaseに お け る2種 類 のATP結 合 部 位 の

存 在

日 本 生 体 エ ネ ル ギ ー 研 究 会 第15回 討 論 会 ・講 演 要 旨 集 、12-12

頁 、1989年12月21日
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6.鈴 木 裕 、 久 保 光 司 、 金 沢 徹

基 質 結 合 に よ る筋 小 胞 体Ca2+-ATPaseのCa2+依 存 性 構 造 変

化:基 質 分 子 の ア デ ニ ン 部 分 に よ る 構 造 変 化 の 促 進

日本 生 体 エ ネ ル ギ ー 研 究 会 第15回 討 論 会 ・講 演 要 旨 集 、108-

108頁 、1989年12月21日

7.鈴 木 裕 、 大 宮 博 士 、 金 沢 徹

筋 小 胞 体Cat+-ATPaseに 存 在 す る二 種 類 のATP結 合 部 位 へ

のFITC結 合

生 化 学 、62巻 、7号 、745-745頁 、1990年7月25日

8.大 宮 博 士 、 川 島 哲 也 、 金 沢 徹

筋 小 胞 体CaZ+-ATPaseのCa2+に よ る 活 性 化 に 伴 う構 造 変 化

のA23187に よ る阻 害

生 化 学 、62巻 、7号 、912-912頁 、1990年7月25日

9.鈴 木 裕 、 大 宮 博 士 、 金 沢 徹

筋 小 胞 体Ca2'-ATPaseに 存 在 す る 二 種 類 のATP結 合 部 位 へ

のFITC結 合

日 本 生 体 エ ネ ル ギ ー 研 究 会 第16回 討 論 会 ・講 演 要 旨 集 、4-5頁

1990年12月20日
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11. Tetsuya Kawashima, Hisato Hara, and Tohru Kanazawa 

    Selective Inhibition by Lasalocid of Hydrolysis of the 

    ADP-insensitive Phosphoenzyme in the Catalytic Cycle of 

    Sarcoplasmic Reticulum Ca2+-ATPase 

    The Journal of Biological Chemistry, Vol. 265, No. 19, 

    pp. 10993-10999, 1990

12. Koji Kubo, Hiroshi Suzuki, and Tohru Kanazawa 

    Characterization of the substrate-induced conformational 

   change of N-iodoacetyl-N'-(5-sulfo-1-naphthyl) 

ethylenediamine-labeled sarcoplasmic reticulum Ca2+-

    ATPase by using different kinds of substrate 

    Biochimica et Biophysica Acta, Vol. 1040, pp. 251-259, 

   1990
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13.HiroshiSuzuki,TatsuyaKubota,KojiKubo,andTohru

Kanazawa

ExistenceofaLow-AffinityATP-BindingSiteinthe

UnphosphorylatedCat+-ATPaseofSarcoplasmicReticulum

Vesicles:EvidencefromBindingof2',3'-O-(2,4,6-

Trinitrocyclohexadienylidene)一[3H]AMPand-[3H]ATP

Biochemistry,Vol.29,pp.7040-7045,1990

14.HiroshiOhmiya,andTohruKanazawa

InhibitionbyA231870fConformationalChangesInvolved

intheCa2'-InducedActivationofSarcoplasmicReticulum

Cat+-ATPase

JournalofBiochemistry,inpress,1991

(2)口 頭 発表

1.鈴 木 裕 、 久 保 光 司 、 久 保 田 達 也 、 小 原 充 裕 、 金 沢 徹

筋 小 胞 体Ca2+-ATPaseに お け る 触 媒 部 位 以 外 の 低 親 和 性ATP

結 合 部 位 の 存 在

第62回 日 本 生 化 学 会 大 会 、1989年11月4日
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2・大保貴 嗣 、鈴木 裕 、金沢 徹

5'-p-Fluorosulfonylbenzoyladenosine

Ca2+-RTPaseの 活 性 阻 害

第62回 日 本 生 化 学 会 大 会 、1989年11月4日

に よ る筋 小 胞体

3.久 保 光 司 、 鈴 木 裕 、 金 沢 徹

基 質 ア ナ ロ グ の 結 合 に よ る 筋 小 胞 体Cat+-ATPaseの 構 造 変

化:Ca・ 酵 素 ・基 質 複 合 体 に お け る 変 化

第62回 日 本 生 化 学 会 大 会 、1989年11月4日

4.川 島 哲 也 、 原 久 人 、 金 沢 徹

Lasa■ocidに よ る 骨 格 筋 小 胞 体Cat+-ATPaseの 阻 害:ADP

非 感 受 性EPの 加 水 分 解 と そ の 逆 反 応 の 抑 制

第62回 日 本 生 化 学 会 大 会 、1989年11月4日

5.金 沢 徹 、 鈴 木 裕 、 久 保 田 達 也 、 久 保 光 司

筋 小 胞 体Cat+-ATPaseに お け る2種 類 のATP結 合 部 位 の

存 在

日 本 生 体 エ ネ ル ギ ー 研 究 会 第15回 討 論 会 、1989年12月21日
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6.鈴 木 裕 、 久 保 光 司 、 金 沢 徹

基 質 結 合 に よ る筋 小 胞 体Ca2+-ATPaseのCa2+依 存 性 構 造 変

化:基 質 分 子 の ア デ ニ ン部 分 に よ る 構 造 変 化 の 促 進

日 本 生 体 エ ネ ル ギ ー 研 究 会 第15回 討 論 会 、1989年12月21日

7.鈴 木 裕 、 大 宮 博 士 、 金 沢 徹

筋 小 胞 体Cat+-ATPaseに 存 在 す る 二 種 類 のATP結 合 部 位 へ

のFITC結 合

第63回 日 本 生 化 学 大 会 、1990年9月15日

8.大 宮 博 士 、 川 島 哲 也 、 金 沢 徹

筋 小 胞 体Cat+-ATPaseのca2+に よ る 活 性 化 に 伴 う 構 造 変 化

のA23187に よ る 阻 害

第63回 日 本 生 化 学 大 会 、1990年9月14日

9.鈴 木 裕 、 大 宮 博 士 、 金 沢 徹

筋 小 胞 体Cat+-ATPaseに 存 在 す る 二 種 類 のATP結 合 部 位 へ

のFITC結 合

日 本 生 体 エ ネ ル ギ ー 研 究 会 第16回 討 論 会 、1990年12月20日

大 保 貴 嗣 、 久 保 田達 也 、 金 沢 徹

骨 格 筋 小 胞 体Ca2+-ATPaseのFSBAに よ る 化 学 修 飾

日本 生 体 エ ネ ル ギ ー 研 究 会 第16回 討 論 会 、1990年12月20日

7



研究成果

1.家 兎骨 格 筋 か ら分離 した筋 小 胞 体 を用 い て 、 トリチ ウム で ラベ ル し

たTNP-AMPとTNP-ATPの 結 合 を測定 す る こ とに よ り、筋 小胞 体

Cat+-ATPaseに は 、触 媒 部 位 の ほ か に 、触 媒 部位1モ ル 当 た り1

モ ル の低 親 和 性ATP結 合 部 位 が 存在 す る こ とを 明 らか に した

(学 会 誌 に発 表 済 、別 刷 り添 付)。

2.ca2㌧ATPaseの 触 媒 過 程 で 起 こるADP非 感受 性 リン酸 化 酵素 の 加

水 分 解 が イ オ ノ フ ォアlasalocidに よ って選 択 的 に 強 く阻害 され

る こ とを明 らか に した。 ま た 、 この 阻害 が 酵素 分 子 内部 に深 く埋 れ

た疎 水 性 部 分 に結 合 す る事 に よ っ て起 る こ とを示 唆 した(学 会 誌 に

発 表 済 、 別 刷 り添 付)。

3.Cat+-ATPaseのCys674を 蛍 光 プ ロー ブ(1-EDANS)で ラベ ル して

蛍 光 強 度 と蛍 光 異 方 性 を測 定 す る こ とに よ り、酵 素 ・基 質複 合 体 で

起 こ る酵素 の 構 造 変 化 が 基 質 分 子 の アデ ニ ン部 分 に よ り著 明 に加 速

され る こ と 、及 び 基 質分 子 が アデ ニ ン部 分 を もた ない場 合 は この 構

造 変化 が全 反 応 の律 速 とな る こ と を示 した(学 会 誌 に 発 表済 、別 刷

り添付)。

4.筋 小 胞 体 に対 す るFITCの 結 合 を測 定 し且 つ その 結 合部 位 を 同定 す

る こ とに よ り、 筋小 胞 体 の カ ル シ ウ ムポ ンプの 機 能単 位 がCat+_

ATPaseの 二 量 体 で あ る こ と、及 び この二 量 体 の うち一方 の

ATPase分 子 のATP結 合 部 位 は 触 媒活 性 を もち、他 方 のATPase

分子 のATP結 合部 位 は触 媒 活性 を もた な い低 親 和性ATP結 合 部
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一
位 で あ る こ と を 強 く示 唆 し た(平 成2年 日本 生 化 学 会 で 発 表)。

5・FITcで ラ ベ ル し た 筋 小 胞 体ca2+-ATPaseを 用 い た 蛍 光 測 定 に よ

り 、 イ オ ノ フ ォ アA23187がCa2+に よ る酵 素 の 活 性 化 に 伴 う 二 相

性 構 造 変 化 の う ち 遅 い 第 二 相 の み を 選 択 的 に 阻 害 す る こ と を 示 す と

と も に 、 カ ル シ ウ ム ポ ン プ のCa2+結 合 部 位 が 二 つ の 異 な っ た ドメ

イ ン か ら な る こ と を 示 唆 し た(J・Biochem.、1991年 、 印 刷 中)。
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